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図 1．中期構想の考え方 
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  写真１：草原を守る取り組み（野焼き支援ボランティア） 
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写真 2：阿蘇の放牧風景 

図２：阿蘇から流れる一級河川 

    （出典：阿蘇ペディア） 
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写真３：阿蘇の野焼き 

写真４：草原に咲くヒゴタイ 
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■グリーンストック憲章 

１．阿蘇の農業者と都市の生活者が互いに手を携えて、土と生命をいつくしむ

農業を振興し、安全でおいしい食物の普及に努めます。 

２．阿蘇の自然環境を守るために、国民共有の土地を確保しこれを広げていく

ためにナショナルトラスト事業を興します。 

３．環境にやさしい田園ホリデー事業を通して自然と共生する手作りの余暇空

間を創り出し、人と人との触れ合いの場を提供します。 

 

■グリーンストック理念：阿蘇の豊かな緑を後世に 

１．阿蘇の広大な自然環境と草原景観を国民共有の財産として評価し、都市と

農村、企業、行政四者をつなぎ、これを後世に引き継いでいきます。 

２．阿蘇の地域住民と都市住民をつなぎ及び企業・行政をつなぎ、土と命をい

つくしむ産業を振興し、阿蘇の伝統文化と生業の維持・再生に取り組んでい

きます。 
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図３．中核支援組織としての阿蘇グリーンストックの役割 

 

 

 

 

  

・阿蘇の豊かな緑を後世に残したいという理念に共感する関係者との連絡調整機能 

・草原維持に興味を持つ関係者との地域をつなぐマッチング機能 

・草原関係の知識や地域の実情を把握し伝える、知の拠点機能 

・地域の課題を国をはじめとした行政に伝える、アピール機能 
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図４．SDGｓのウエディングケーキモデルとＧＳの取組みの対応について 

SDGｓ（持続可能な開発目標）とは？ 

世界のリーダーが 2015 年 9 月の歴史的な国連サミットで採択した「持続可能な開発のための 2030

アジェンダ」に掲げられた 17 の目標のこと。 

持続可能な開発は、将来の世代がそのニーズを満たす能力を損なわずに、今を生きる私たち世代の

ニーズをも満たす開発と定義されている。  

持続可能な開発を達成するためには、経済成長、社会的な寛容さ、環境保護という 3 つの主要素を

調和させることが不可欠であるとされている。 
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図５.  阿蘇の緑の生命資産をもとにした地域の環境・社会・経済の構築の考え方 

 

 

具体的な事業例 

緑を守るための事業・・・野焼きボランティア、調査研究 

緑を活かすための事業・・・畜産、農業、観光、各種事業支援（協働・マッチング等） 

都市と農村（人と人）の交流のための事業・・・教育・福祉、文化 
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４．ストック部分（緑を守る事業：野焼き支援ボランティア・調査研究）     
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図５．将来草原面積を維持するために必要なボランティアの考え方 
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表１．野焼き支援ボランティアの高齢化への対策案 

課題 要因 対策 具体策 

・高齢化 ・新規で加入する人に
若い人が少ない 

・初心者講習会の受講
者の継続が少ない 

・魅力や誇りのある活動 

・参加する動機になるような 

 インセンティブ付与 

・初心者研修を受けやすく 

・参加者からのフィードバック 

・参加した成果の視覚化 

・きつさの低減 

・交通費等支給 

・オンラインによる研修の
参加 

・若年層の参加
が少ない 

・情報発信不足 

・時間がない 

・惹きつける情報発信 

・企業との連携 

・SNSによる情報発信 

・企業の CSR活動として
の位置づけ 

 

表２．野焼き支援ボランティアリーダーの不足への対策案 

課題 要因 対策 具体策 

・なり手不足 
 
・なり手不足に
よる十分な安全
確保ができず、
支援活動に支
障が出る恐れ 

・責任が重い 

・リーダーになる魅力
がない 

・会議のマンネリ化 

・（そもそも）なり手が少
ない 

・リーダー独自のインセンティ
ブを設けることでモチベーショ
ンの向上を図る 
・会議方法の改善 
・リーダーの負担の軽減 

・交通費支給 

・表彰制度の充実 

・均等な講師依頼 

・会議のオンライン化  
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図６．調査研究の実施項目及びその効果  



15 

 

５．フロー部分（人と人の交流促進事業・緑を活かすための事業）            
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図７．情報発信の基本的な考え方 

https://adv.yomiuri.co.jp/ojo_archive/tokusyu/201506/201506toku3.html 
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図８．阿蘇グリーンストックのグリーンツーリズムにおける役割 
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 ６．他団体との連携                        
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７．経営基盤の強化                        
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阿蘇グリーンストック中期構想検討委員会 設置規約 

（名 称） 

第１条 本会は、阿蘇グリーンストック中期構想検討委員会 （以下「委員会」という。）

と称する。 

（目 的） 

第２条 委員会は、阿蘇グリーンストックのグリーンストック理念に基づき、当年度より

概ね５年間の中期的な整備計画として中期構想を立案するものとする。 

（構成員） 

第３条 委員会は、別紙に掲げる委員をもって構成する。ただし、必要に応じ構成員以外

の者の出席を求めることができる。 

（座 長） 

第４条 委員会に座長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 座長は会務を総括し、委員会の議長となる。 

（会 議） 

第５条 委員会は、座長が必要と認める場合は、委員以外の出席を求める事ができる。 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局を（公財）阿蘇グリーンストック内に設置する。 

（雑則） 

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関し必要な事項は、本会議で検討

する。 

附 則 

本規約は，令和 2年 6月 10日から施行する。 
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